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探索



線形探索

• 配列a
• 要素a[i](i=0,1,・・・,n-1) 

• 配列aから値xを探索
• i=0～n-1まで，以下を繰り返す．

• a[i]とxを比較

• a[i]==x なら終了



二分探索(binary search)

• 前提条件
• 要素a[i](i=0,1,・・・,N-1)について

a[0]<a[1]<・・・<a[N-1]
が成立

• 配列aからxの場所を求める方法
• xが配列aにあるか否か，配列のどの要素よ
りも大きいか，小さいかも返値とする

• 返値
0 x≦a[0] 

• i= j   a[j-1]<x≦a[j] (0＜j≦N-1)
N a[N-1]<x



二分探索(binary search)

アルゴリズム （P.82～83）
1. x≦a[0]またはx>a[n-1]であるかどうかを調査する。

そうでなければ、a[0]<x≦a[n-1]の場合のみを考える。
2. leftとrightについて初期化する

left=0,  right=n-1
3. 探索する配列の中央を探す

middle = (left + right) / 2
4. xと中央の値a[middle]を比較する

1. xがa[middle]以下の場合は、新しい探索配列の右側を
middleにする

2. xがa[middle]よりも大きい場合は、新しい探索配列の左側
をmiddleにする

5. 3～4 をright-left<=1になるまで繰り返す。



計算量

•検索範囲は比較する段階で元の配列
の1/2となる

•比較する回数kは、全体の要素数Nと
すると

2k = N
すなわち

k=log2N
•よって、

O(logN)



使うときの注意点

• 検索結果iを用いて必ず配列を確認する
• アルゴリズムはnを返すことがあるが，配列はa[n-1]までしか
値がない

• xが配列aの中に見つかるとは限らない．すなわち，x == a[i]と
は限らないので, 検査する必要がある.
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